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地表面日射量の実験式と日射計をチェックする簡便な方法＊

近藤純正・三浦 章＊＊

　要　旨

　地表面の日射量を表す実験式をつくった．広範囲の条件に適用することを考え，日射量を大気混濁係数と

可降水量と地表面アルビードで表現する形式とした．応用として，精密な検定用日射計がない場合に日射計

をチェックする簡便な方法を示した．

　1．はしがき

　近年，地表面の熱収支やエネルギー問題から，地上に

おける日射量の分布や時間的変動を正確に知りたい要請

が高まり，実験観測等を含め多方面で日射量の観測が実

施されている．

　直達日射量の測器の1つである，たとえばAngstr6m

補償日射計は考案されてから今までに90年を経過した

が，その精度は1％とされている．ところが，水平面全

天日射観測用測器は特別な観測でなければ，5％程度の

誤差は免れることができず，時には誤差が20％を超す場

合もあるようである．それは，1974年と1975年の気団変

質観測（AMTEX）のことである．九州地方のルーチン

観測の日射量資料を解析して気づいたことは，日本の日

射量最多地として知られている宮崎では，快晴日の日中

の水平面全天日射量が大気上端の値を超えているのであ

る（それらの例は後で示す）．そのため，当時の熱収支

解析ではルーチン観測資料をうのみにして利用すること

が出来なかった．

　水平面全天日射量のデータは今後多方面で蓄積されて

いくと思われるので，本報告では観測の際に手軽に観測

値をチェックする方法を示し，貴重なデータの有効利用

をはかりたい．普段，日射を専門に研究している者にと
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っては，精密計算その他で観測値をチェックすることが

可能である．しかし専門家でない一般の気象学応用分野

ではそれが容易でなく，簡便な方法を望んでいる．

　本報告では理論に基づいた資料を用いて，日射量を表

す実験式を精度数％以内でつくり，観測時の参考にする

と共に，観測がない場合や大気境界層の数値シミュレー

ションの際の日射量推定の利用にも供したい．

1983年9月

　2．日射量と気象条件の関係

　地上における水平面全天日射量（以後，簡単のために

水平面目射量または単に目射量と呼ぶ）S↓の定義は

　　　S↓＝lc・sθ＋P　　　　　　　　（1）

　ここに1は散乱光を含まない直達日射量で太陽光線に

垂直な単位面積に単位時間に入る放射量，θは太陽の天

頂距離，Z）は天空半球からくる散乱光で地上の水平な単

位面積に単位時間内に入る量である．

　1は大気上端に入射した太陽光エネルギー1。が大気

層を通過する間に，大気成分によって散乱と吸収をうけ

て減衰し地上に達した量である．したがって，1は大気

層内の光路長卿（÷secθ），鉛直気柱内に含まれる水蒸

気量勧つまり可降水量，エア・ゾルの多少によって

変わる大気混濁係数βに依存する．大気上端の日射量

Ioは

　　　る一（号）2・＊　　　　（2）

　ここに，1＊は太陽定数，4は地球・太陽間距離，万

はその平均値である．なお，

　　　S・↓＝1・c・sθ　　　　　　　　（3）

は大気上端の水平面日射量の瞬間値．
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470 地表面日射量の実験式と日射計をチェックする簡便な方法

　散乱光Z）は，太陽光が大気層を通過する途中で散乱を

くり返して地上に達したものと，地表面で反射された

成分が大気中で散乱されて再び地上にもどってくる分

を含む．それゆえ，jDは前記パラメータのほか，さらに

地表面アルビード、4にも依存する．ノしは観測地周辺の半

径数km内の平均値のことである．且が大きいと散乱

光は強くなる．

　次に，日射計の出力，つまり検定定数は何で支配され

るかを考えてみよう．通常の日射計の原理は受光面（受

感部）に入る放射量と受光面から逃げ出す熱がちょうど

バランスする状態の受光面温度を計測することである

（近藤，1982，p・67参照）．日射計にはいろいろな種類

があり，或る日射計では受光面温度と日射計の或る部分

（たとえば受光面をとりつけてある日射計基体）の温度

の差を熱電堆ではかるようになっている．したがって，

日射計基体が日射によってひどく昇温する場合とそうで

ない場合とでは，同じ日射量でも日射計出力は違ってく

る．これは出力電圧のゼロ点の移動とみなしてもよい、

日射計基体の昇温量には周辺風の冷却作用が関係するの

で，ゼ・点移動は風速に依存する．また，熱電堆の起電

力の温度に対する微係数は温度にも依るし，受光面温度

の基点温度との差は厳密には入力放射量に比例しない．

さらに，黒色の受光面の日射吸収率は波長特性と入射角

度特性をもつ．その他，諸諸の要因が日射計定数を変化

させる．

　これらの欠点を克服するために構造上の工夫をした

り，精密観測ではいろいろな補正を各瞬間の観測値に施

すことで精度を上げている．しかし，一般の観測ではそ

のような事はしないし，観測期間中に現場検定も実施し

ないので，データに信頼がおけず，その利用価値を低く

している．そこで第5章では日射観測期間中に最低限実

行しておくべき事を提案する．

3．日射量の実験式

　3．1．従来の実験式

　日射量は本来，可降水量ωと大気混濁係数βの関数で

ある．しかし，ωとβは観測されていないので，日射量

の実験式では観測が容易なパラメータ，たとえば地上の

水蒸気圧8などで代用している．

　日射量日平均値を日照時間で表現する形の実験式があ

る．その式によれば，日射量は日照時間と共に増加す

る．この意味は，快晴であっても大気混濁係数が大きけ

れば太陽高度が低いときは日射計は感じないので，日照
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時間は短く，日平均日射量は少なく算出される．それゆ

え，この式には定量的にはともかく，定性的には大気混

濁係数が暗に含まれている．また，同’じ雲量でも雲が厚

ければ日照計は感じないが薄雲では感じるので，式の中

には雲の厚さも暗に含まれているとみなされる．

　海洋上やその他では日照時間のデータがないので，日

平均日射量を雲量と雲形で表現する式が用いられる．そ

の場合，雲量が0の快晴時の日射量を基準とし，雲の影

響は補正する形式になっている．

　快晴時の日射量の式には地上の水蒸気圧6がパラメー

タとして使われる．6と可降水量ωとの相関関係は比較

的強いので，式の中にはz〃が暗に含まれることになる．

さらに大気混濁係数βは水蒸気量と相関関係があると

か，βは緯度の増加につれて減少すると言われてきた

（Angstr6m，1930；Yamamoto6孟紘，1968）．　そこで

K・ndo（1976）は前記AMTEXの熱収支解析において，

βと8の経験的関係式と現地における日射特別観測資

料，ならびにRobinson（1966）やYamamoto8」紘

（1968）による理論計算値を参考にして日射量を召で表

現する実験式をつくった．

　ところがその後，βと”（または6）との経験的関係

は疑がわしい事が判明した．それは1979年に実施され

たモンスーン実験（MONEX）の熱帯海洋上で観測さ

れた大気混濁係数が意外にも小さな値であったことに

よる（Kondo・Sato，1979）．その観測では，巧妙な方

法で船上のAngstr6m補償日射計によって測定された

直達日射量から大気混濁係数が求められた．主として

中・高緯度の陸上で経験的に知られていた従来のβ対”

の関係，またはβ対緯度の関係を単純に外挿すれば，熱

帯海洋ではβ＞0．1と予想される．ところが実測では

β＝O．26（ただし，Robinsonの方法による）であっ

た＊．この事からAMTEXで提案された前記Kondo

（1976）の実験式は熱帯海域では誤差が大きくなる．そ

の他の多数の日射量実験式においても同様である．現在

までに提案されている日射量実験式の数は100個近くも

あると言われているが，いずれも可降水量ωと大気混濁

係数βが実験式に陽に含まれていないので，その式は広

範囲な条件に適用できないのは当然である．

　それで，以下では目射量をωとβで表現する実験式を

つくる．その精度は3％程度以内，また

＊本論文で用いるβの定義やその算出方法の詳細は

　会田（1982）や近藤（1981）の参考書を参照され

　たい．

、天気”30．．9．
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　　　min－1＝6．97Wm－2．
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第1図　直達日射量と大気外日射量の比1／10と大
　　　　気中の光路長魏＝secθとの関係．ただし大

　　　　気混濁係数βニOで可降水量ω＝1cm　の
　　　　とき．曲線yはYamamoto6∫α」．，曲線R
　　　　はRobinsonによる理論計算値，

光路長

大気混濁係数

可降水量

地表面アルビード

O．5

卿二〇．5～5

β＝＝0～0．5

”ニO．3～10cm

ノ生二〇．05～0．5

2．0

を適用範囲とする．なお，挽の定義はカを大気圧，カ＊を

海面標準気圧とすれば卿＝（カ／ρ＊）secθであるが，本

報告では地上の日射量を対象にするので，7n≒secθと

してよい．

　3。2．快晴時水平面日射量の瞬間値S↓

　実験式は理論式に基づいてつくるので，理論計算を検

討しておく．第1図は地表面の直達日射量と大気外日

射量の比1／1。を光路長窺の関数として示し，Robinson

（1966）とYamamoto・Tanaka・Arao（1968）の2つを

比較した．

　これは可降水量がz〃＝1cmで大気混濁係数βニO（清

澄大気）の場合である．両者における違いは，計算に用

いた大気外太陽放射スペクトル形やその他が少しずつ異

なるために生じたのである．実際のデータ解析におい

ては，Robinsonの図によるβはYamamoto6オ磁　の

図から求めたβより約0・02小さくなり，両者の差は全

てβの違いに帰せられ，どちらの計算が正しいかは判ら

ない．しかし，大気が非常に澄んだ場所で行われた精密

観測からβを求めてみると，Robinsonの計算方式では

βが負になる．これは不合理である．しかし，R．obinson

のほうが直達目射量や散乱光の各パラメータ（側，β，

、4，窺）依存性を調べる計算が容易であるので，今後は

その方式に基づく．したがって，βはいつも小さめに評

価されると記憶にとどめておく必要がある．水平面日射

量S↓のωとβと卿依存性をそれぞれ求め，試行錯誤の

方法で次の実験式を得た．

　　S↓
　　諏＝（C＋O・7×10一加）（1づ）（1＋ブ）　（4）

5．0

β

0．0

0．1

0．2

0．4

O．0

0．1

0．2

0．4

0．0

0．1

0．2

0．4

”2＝1　　翅二2　　　卿＝＝3　　 勿2＝＝5

　0．02

－0．01

　0．00

　0．OO

　0．03　　　　0．01　　　　0．00

－0．01　－0．01　－0．01

　0．01　　0．00　　　0．OO

　O．02　　　　0．01　　　　0．OO
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一〇．01

－O．04

－0．04

－0．01

　O．01　　0．01　　0．00

－0．01　－0．01　　0．OO

　O．OO　　　O．00　　　0．00

　0．02　－0．01　0．00

　0．00

－0．04

－0．02

－0．01

　0．01　　0．01　　0．00

－0．02　　－0．01　　－0．01

－0．01　－0．01　　0．OO

　Ol　OI　　O．00　－0．01

　　　　〃Z＝secθ

　　　　C＝0．21－O。2β，β≦0．3

　　　　　＝0．15，　　β≧0．3

　　　　∫一〇・056＋0・164万

　　　　づ＝0・014（盟z十7十210910z〃）10910zσ

　　　　ゴー（0・066＋0・34・／万）（A－0・15）

太陽の天頂距離θは次式から求まる

　　　cosθ＝sin砂sinδ十cosψcosδcos　h

卯は緯度，δは太陽の赤緯，hは南中時からの時角（1

時間が15。）である．式（4）によれば，吻＝2（θ＝60。）の

とき可降水量卿が1．5倍変われば日射量S↓は約2．2％

変化し，β＝0．1のときAが0・1変わればS↓は約1．7

％変化する．したがって，日射観測値の簡単なチェック

法（第5章参照）では，ωとAの推定にはこの程度の誤

差があってもかまわない．

　実験式としての精度を調べるために，式（4）による計

算値をS’mp，それの基になったRobinsonの図による

　　　↓
値をSR。bとし，その差を求め，その一部を第1表に示

した．Robinsonでは1＊ニ1・981y・min－1が用いられて

いるので，ここでは同じ値を使った．第1表は地表面ア

ルビード且＝0・25の場合である．表によれば，誤差は

最大0．041y・min－1程度，平均的には0．021y・min－1

（14Wm榊2）程度であり，他の場合も先に掲げた条件範囲

内では誤差は同程度で，式（4）は実用上十分な精度とみ

なされる．
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第2表1E即一1R。b（単位は1y・min－1）の表．

多〃（cm）

0．5

2．0

5．O

β

0．0

0．1

0．2

0．4

0．0

0．1

0．2

0．4

0．0

0．1

0．2

0．4

〃zニ1　　卿＝＝2　　　解＝＝3　　　勿吃＝＝5

　0．02　　　　0．04　　－0．02　　－0．07

　0．03　　　　0．02　　　　0．01　　　　0．00

　0．01　　　　0．00　　－0．01　　　　0．02

－0．02　　－O．01　　　　0．OO　　　　O．06

一〇．02　　　　0．01　　－O．02　　－0．08

　O．OO　　　　O．02

　0．OO　　O．01

－O．01　　0．00

O．01　　0．01

0．01　　　　0．03

0．02　　　0．04

一〇．02　　－0．02　　－0．03

－O．01　　　　0．02　　　　0．01

　0．OO　　O．01　　0．01

　0．OO　　　　O．01　　　　0．03

一〇．08

　0．01

　0．03

　0，06

　3．3．直達日射量の瞬間値1

　前項と同様に，Robinsonの計算図表から，いろいろ

な条件に対する直達日射量1を計算し，実験式を試行錯

誤によってつくれば

1　＝（C＋O．75×10一加）（1一づ）
10

アn＝secθ

C＝0．15－0．2β，β≦0．3

　＝0．09，　　β≧0．3

∫＝0．075＋O．65β

ズニ0．02（郷＋5．5＋1．51091。ω）1091。鰍

（5）

　実験式としての精度を調べるために，式（5）による値

を1E即，Robinsonの図による値を玩。bとし，その差を

求め，その一部を第2表に示した．誤差は最大o．081y・

mind程度と大きくなる場合もあるが，太陽高度が20。

以上（卿≦3）であれば誤差は0．031y・min－1（21Wm－2）

程度またはそれ以下であるので，実用上は十分と思われ

る．

　3・4・快晴日の水平面目射量の日平均値碓

　快晴日の水平面日射量の日平均値S’は，その瞬間値

Sしを表す実，験式（4）と同形式で

　　　s’
　　　一＝（C＋0．7×10一加d）（1一ズ）（1＋グ）　（6）

　　　s売

ここでC，∫，づ，ノはそれぞれ式（4）と同じものであ

る．また

　　　Sあ一桑（1）2Gin軽inδ・E榔gc・sδc・6E）
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　　　COSπ＝＝一tan～ρtanδ

　　　，ndニ々，no

　　　　　　　　　　1　　　窺0｝　　　　　　．
　　　　　　Sin～ρSlnδ十COS～ρCOSδ

　　　乃二1・402－0・061・91・（β＋0・02）一〇・1々／卿。一〇．91

Sあは大気外水平面日射量S計の日積算値，Eは半日の

長さを表わす時角（ラジアン），卿。は太陽の南中時の

光路長である．

　式（4）で求められるS↓を1日について積分した値と

式（6）を比べると，誤差は緯度ψニ0～40。で31y・day－1

以下である．また，R．obinsonの図表による積分値と比

べると，式（6）の誤差は201y・day『1（10Wm－2）以下で

あるので実用上十分である．なお，その誤差が最大251y・

day『1程度になってもよい場合には乃＝1．4とできる．

　3．5．雲があるときの日平均日射量

　雲がある場合については結果の式のみを示しておく．

日平均雲量π＜0・3（銘の単位は0≦π≦1ではかるとす

る）の日には快晴日の日射量の日平均値（式6）をその

まま使ってよい．翅≧O．3の日の日平均日射量は快晴日

の日射量に次の係数gを乗ずればよい．

　　　gニ1．7010910（1．22－1．02∬）十〇．521z十〇．846　（7）

　　　　劣＝ノz一‘z　exp（一3π‘）

ただし，勿は平均低層雲量（正しくは気象通報式の1協

のこと，単位は0≦刎≦1ではかる）．α＝0．4程度であ

るが，雲の状態が特殊な場合はσ＝0．3程度になること

もある．上式は実測（Kondo・Sato，1979，ほかの資

料）をもとにしてつくられた．なお，当然のことなが

ら，雲が多い時の日射量は雲の状態によって大ぎく変化

するので，実験式の精度は悪くなる．

　4．可降水量ルと地上の水蒸気量の関係

　可降水量3〃が直接得られない場合に，地上の露点温度

Td（。C）でω（cm）を推定する次の実験式を多くのデー

タからつくった（第2図参照）．

　　　1瓢二1：ll跳；翻；究≦器（8）

　5．日射計の簡便なチェック法

　基準の直達日射計（Angstr6m補償日射計など）が利用

できる場合は，いわゆる日陰法（Shading　disk　mcthod）

によって水平面全天日射計（以下，日射計と呼ぶ）を観

測状態で検定することができる．日陰法では直径約10

cmの円板を約1mの細長い棒の先端に取り付け，円板

嚥天気”30．9．
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第3表　目視による大気の混濁係数βを推定する表．

β

0．05以下

0．1

0．2

第2図　地上の露点温度Tdと可降水量ωとの関
　　　　係，直線は式（8）を示す．右下の挿入図は

　　　　MONEXの洋上データ．

0．3以上

大気の状態

都市から離れた郡部で，

　程が50km以上．

空が青く澄み，視

空が少し濁った感じで，

程度．

視程が30～50km

大都市でよくみられるような，空がやや濁

った時で，視程は10km程度．

空はかなり濁り，白っぽく見えるとき．

の日陰がちょうど全天日射計の受光面にくるようにす

る．その時の日射記録計の示度を読む．20秒～1分後に

日陰を受光面からずらし，再び日射記録計の示度を読む．

この2回の示度の差は直達日射量1の水平成分1cosθ

によるものである．この1は基準の直達日射計で測定し

た直達日射量である．通常，この方法を約1分間ごとに

2～3回くり返して検定を行う．

　日射計のゼロ点ずれを見つける方法は次の通り．空の

缶を用意し・日射計のガラスカバーの上から被せる．光

が漏れる心配があるので，さらにその上から黒布を被せ

る．20秒～1分後の記録計示度が真のゼロ点である．こ

の真のゼロ点と目盛りのゼロの差がずれである．このず

れは日射計の熱電堆基準点の加熱等の原因によるので，

その時々の条件で変化する．ゼロ点のずれの大きさが1

日の時刻によってどう変動するかを知っておく事は精密

観測では必要である．

　一般には信頼でぎる基準日射計はないので，次のよう

な簡便法で日射計をチェックすることをすすめたい．快

晴時の日射量はあとの第4図に示すように，大気混濁係

数βさえ既知であれば，そのβを補助線とする曲線に沿

って変化する．観測値がその曲線から大ぎくずれていれ

ば・日射計定数は狂っていると疑うべきである．その際

にβが必要であるので，βの推定方法を次に述べる．

　5．1．大気の混濁係数βの推定方法

　高精度の直達または全天日射計がある場合は，Robin－

son（1966）やYamamoto・Tanaka・Arao（1968）の方

法で大気混濁係数βを知ることができる．しかし，ここ

ではそのような目射計を持たぬ場合を対象としているの

で，βは次の2方法で推定する．

1983年9月

　第1の方法では目視によってβを推定する．日中の視

程が大ぎければ大気は澄んでおりβは小さい．朝方はニ

アロゾル濃度が地上付近だけで高いことがあり，地上視

程と大気全体の混濁度との相関関係は弱いので，正午前

後の視程を参考にする．βの概略値と空の澄み具合との

関係を第3表に示した．

　第2の方法では快晴時において，日射記録計の示度を

ノ～s，日陰法で日射計受光面を日陰にしたときの示度を

ノ～D，ゼロ点ずれをノ～z，日射計検定定数をKとすれば

　　　S↓＝K（Rs－1～z）

　　　z）・＝κ（1？o一ノ～z）

　　　1cosθ＝S↓一〇

したがって，これら3式から

　　　　z）　　＿∫～o－1～z
　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　（9）
　　　1cosθ　ノ～s一ノ～o

　そこで，日陰法と同じ方法で受光面に直達光の陰をつ

くる→次いで，受光面に直達光と散乱光が入らぬよう覆

う→次いで，全天日射量を測定する状態にもどす．以下

同様に，約1分間ごとに2～3回くり返す．その時の示

度Rp，Rz，」？sの平均値を読む．そして式（9）からZ）／

1COSθが算出される．この値は日射計の検定定数Kが

不明であっても得られる．

　第3図は大気混濁係数βを補助線とした，Z）／1cosθ

と吻との関係である．この図に上記の観測値をプβット

すればβが推定できる．

　5．2・日射量観測値をチェックする方法

　具体的な例を示せぽ以下のようになる．

〔1〕観測地周辺の地表面アルビード且は実測値があれ

ばそれを使う．なければ4の概略値を推定する（第4表

参照）．Aの推定がO．1程度違っていても，あとの結果

に大きな影響は及ばない．筆者らの研究室の周辺は丘陵

地で松の木その他から成る林，運動場や庭，コンクリ・一

49
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日射量の観測表，1979年12月17日，仙台市

青葉山（日射量Sルの単位は1y・min－1）。

時刻 COSθ 窺　　S↓（観測）　S↓（式4）

0930

1030

1130

1230

1330

0．376

0．449

0．476

0．453

0．383

2．66

2．23
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2．61
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第3図 快晴時の散乱光と直達光水平成分の比Z）ノ

1cosθと大気中の光路長錫との関係．（a）

地表面のアルビードが且＝0．05の場合，
（b）A＝O．15，　（c）／1＝O．25，　（d）ノ1＝0．5．

図（c）のプ・ットは観測例（仙台市青葉山，

1979年12月17日）．

第4表　地表面のアルビードAの概略値．

A

O．05

0．2

0．4

0．8

地表面の状態

海面（ただしθ＜60。のとき），湿って黒く

見える土壌，深い針葉樹林など．

果樹林や草地，落葉樹林など．

古い積雪面，海氷，乾燥した明るく見える

砂地，新雪と林が半々に混在する所など．

数kmの範囲にわたって，平坦一様な新雪
面．

トの建築物などがあり，遠方の約1kmから外は住宅地

と市街地になっている．そこでA＝・0．25と見当をつけ

た．

〔2〕快晴日の9～15時の時間帯に日射記録計の示度か

ら式（9）によってjD／1cosθを数回求める、ここで快晴

とは雲量π≦0．1を意味するが，雲が天頂付近や太陽の

50

近くにある場合は雲からの散乱光が強いので除外する．

〔3〕その結果が第3図（c）にプ・ットされている．

βの補助線を参考にして内挿すれば，β≒0．04と推定さ

れる．なお，第3図の曲線はRob三nsonの図表を基につ

くったものである．

〔4〕第3図は可降水量がω＝・1cmの場合であるので，

上で求めた値を魚＝1，mとする。一方，2〃≒1cmの場合に

ついて画かれた図から内挿した大気混濁係数をβ晒1，m

とすれば，次の近似式が成立する．

　　　βzθ≒1，m≒βω＝1，m（1十〇．110910zo）　　　　　　　（10）

この観測日の地上付近の露点温度はT4ニー2・5◎Cであ

ったので，式（8）から～〃ニO．76cmと推定される．した

がって，式（10）を用いれば当目の大気混濁係数の補正

値はβ＝O．04になる．

〔注1〕実際に，この日に直接的な方法で正確なβを求

めてみると0．03であり，また，ラジオゾンデ資料によ

ればω二〇．89cmであった．

〔5〕この日の日射量5↓の記録から，正午前後の値を

数個読みとり検定定数Kを乗じて第5表に記入する．一

方，その時刻のSレを式（4）から計算する．両者を比較

してみると，その差は平均的にO．0281y・min－1，相対誤

差は5％程度である．

　この方法では，推定したβの誤差や実験式の誤差，あ

るいはRobinsonの図表にも誤差があるので，実測値と

計算値の差がこの程度以下なら，それがただちに日射計

の狂いのためとは言えない．したがって，この日射計は

少なくとも大きくは狂っていないと判断された．

〔注2〕大気混濁係数βの直接的決定法はRobinson

（1966）やYamamoto66紘（1968）に示されている．ま

えに第3章（b）で述べたように，Robinsonによるβは

Yamamotoθ」α1．によるβよりも約0．02小さくなる．

本報告ではRobinsonの理論計算を利用している事に注

意のこと．

、天気”30．9．
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宮崎地方気象台における快晴日の水平面全

天日射量と大気外水平面日射量の比5↓／
So↓と大気中の光路長7nとの関係　（1974年

2月12日と13日，この目の視程は50～60
km，可降水量は約0．7cm）．
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　第5図第4図と同じ，ただし鹿児島地方気象台
　　　　　（1974年2月18日，視程は40～45km，可降

　　　　　水量は約0．8cm）．

　次に，日射計検定定数が違っているのではないかと判

断された例を2つ示す．第4図は宮崎地方気象台の例で

ある．実測値のプ・ットの平均的傾向が破線である．実

線は式（4）による計算値である．実測値でS↓／S。↓が

1を超すものがある．つまり，地表面の日射量は大気上

端の日射量より大ぎくなっている．これは明らかに不合

理である．破線の傾き具合からすると，β管0．01に相

当し，全体はずれている．この日の宮崎の視程は50～60

kmと報告されているので，大気はかなりきれいである．

以上の事から，宮崎の日射量S↓は30％も過大であると

判断される．

　第5図は鹿児島地方気象台の例である．ここでは別の

器械で正確な直達日射量が観測されているので，そのデ

ータで大気混濁係数を直接的方法で求めてみるとβ＝

0．08である．ところが水平面日射量実測値のプロットは

β＝・0・08の実線上になく，約12％低い破線上に並んでい

る．この事から鹿児島の日射量S↓は12％過小であると

判断される．なお，宮崎と鹿児島のS↓の計算にはアル

ビードz4ニ0．25を用いた．

　5．3・目陰法でチェックする方法

　10日間程度の短期間の日射観測では快晴が一度も起こ

1938年9月

らない事がある．そのような場合の簡単なチェック法を

説明する．ただし，この場合雲量は5～7（錫・＝0．5～0・7）

程度あってもよいが，雲が太陽周辺にない事が必要であ

る．

　前述の日陰法によって，日射計受光面を日陰にした時

の記録計示度を1～D，日が当たっている時の示度をノ～s

とすれば

　　　1c・sθ＝K（ノ～s一ノ～D）

この式から1cosθの観測値を求める．一方，目視によ

って大気混濁係数βを推定し，たとえばβ～0．1なら，

β＝Oとβニ0．2の2通りを仮定して式（5）から1を求

めcosθを乗じて1cosθを算出する．観測値の1cosθ

がこの2通りの計算値の間に入っていれば，日射計定数

Kは大きくは狂ってないと判断してよい．

　6・あとがき

　第5章で述べた日射計をチェックする簡便法は測器

の正式検定法ではないので，意味を取り違えないよう望

みたい．なお，空が濁った日は大気混濁係数βの変動が

大きいので，このチェックは空ができるだけ澄んだ日に

実施することが望ましい．

　おわりに，本報告で例に示した日射量観測資料は研究

室の佐藤　威氏の好意によるものであり，ここに謝意を

表します．
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